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都市再生整備計画　事後評価シート
湊酒田中心市街地地区（第３期）

令和８年３月
山形県酒田市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 246.6ha

交付期間 0.5

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり ●

なし

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

48,100

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

①【地域生活基盤施設】情報板
②【誘導施設／教育文化施設】図書館

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

⑤令和6年度完成の高校跡地の民間開発に伴い、山居倉庫周辺を訪れる
　観光客の増加が見込まれたことから、観光用の大型バス駐車場を整備
　するため、事業を追加したもの
⑥当初酒田駅前広場整備事業に含まれていた自転車駐車場整備につい
　て、事業内容を整理したもの
⑦JRとの協議完了により、関連事業から移行したもの
⑧JRとの協議完了により、関連事業から移行したもの

実施内容 実施状況

6,371

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

歩行者・自転車通行量（平
日）

人／日 R6

⑨民間事業者に対するサウンディング調査の結果、既存校舎活用の可能
　性がなくなったことから、跡地活用の早期実現を図るため、関連事業か
　ら移行したもの
⑩酒田市立中央図書館の移転に伴い発生した空きスペースに酒田市立
　資料館と光丘文庫を集約するとともに、歴史公文書の一元管理、市史
　編さん機能を担う文化資料館（仮称）を整備するため、事業を追加したもの
⑪計画区域内の居住人口維持を図るため、市が行う新築住宅建築
　費への助成事業を追加したもの

目標
達成度

△

数　　値

影響なし

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

⑨関連事業からの移行であり、目標等に影響は生じない
⑩目標達成に必要な事業追加であり、影響は生じない
⑪目標達成に必要な事業追加であり、影響は生じない

1年以内の
達成見込み

2,7582,366 H30

H29 49,550 R6

小売店舗や飲食店の閉店等の影響で中町の通行
量は微減となったものの、再開発事業や民間商業
施設のオープンにより駅前や大通りの通行量は増
加しており、今後も継続して増加が見込まれる。

再開発事業の完成により駅前の地価は上昇に転
じているものの、大型商業施設の閉店等で中町の
地価は下落を続けていることから、２地点の平均
では減少となり、目標達成には至らなかった。

令和8年10月

令和8年5月

△

2,779

指標３

中心市街地の土地価格の
維持

円／㎡

指標1

49,550

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

従前値

指　標

指標２

指標４

酒田駅周辺バス停で乗車
した人数

人 16,319 H30 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

中町周辺における小売店舗や大型商業施設の閉
店等により、来街者が減少したものと思われる。

―

中町周辺バス停で乗車し
た人数

人 28,135 H30

酒田駅前交流拠点施設ミライニのバスベイ整備及
びバス停の集約により公共交通の利便性が向上
したため、乗車人数が増加した。

 ５）実施過程の評価

・酒田駅前交流拠点施設ミライニのオープンにより集客力の高いイベントが多数実施され、駅前の活性化につながっている。
・中心市街地でエリアマネジメントに取り組む団体が都市再生推進法人に指定されるなど、官民連携によるまちづくりが進んでいる。

その他の
数値指標３

交付期間
の変更

③【地域創造支援事業】魅力ある図書館づくり事業
④【事業活用調査】歩行者通行量等調査事業

新たに追加し
た事業

⑤【地域生活基盤施設】駐車場
⑥【地域生活基盤施設】自転車駐車場
⑦【地域生活基盤施設】酒田駅前広場整備事業
⑧【高質空間形成施設】酒田駅前広場整備事業

⑨【地域創造支援事業】既存校舎等解体事業
⑩【地域創造支援事業】文化資料館（仮称）整備事業
⑪【地域創造支援事業】酒田市新築住宅総合支援事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

⑤目標達成に必要な事業追加であり、影響は生じない
⑥関連事業からの移行であり、目標等に影響は生じない
⑦関連事業からの移行であり、目標等に影響は生じない
⑧関連事業からの移行であり、目標等に影響は生じない

今後も協議会と連携し、駅前地区や中心市街地の活性化に資する事業を推進していく。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

官民連携による
取組

持続的なまちづくり
体制の構築

酒田駅前地区に関係する民間企業等が参画する協議会を設置し
た。

・跡地活用として整備が完了した民間商業施設について、運営事業者と連携しながら官
民連携でエリア活性化に取り組んでいく。
・今後も市民意見を取り入れながら、山居倉庫の利活用及びエリアの活性化について検
討を行っていく。

モニタリング
毎年度の調査により目標指標等効果発現状況を把握し、都市再生
整備計画の事業の追加など、都度計画に反映した。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

・既存校舎等解体事業に関するものとして、跡地整備に向けた住民
説明会や関係団体での講演、パブリックコメントを実施した。
・山居倉庫整備事業に関するものとして、保存・活用に関する意見
を共有するための市民ワークショップを実施した。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後の対応方針等

今後も目標指標の達成状況等の調査を継続する。

令和8年5月

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

26,244

目標値

令和2年度～令和4年度

令和2年度～令和6年度

3169.0百万円

湊酒田中心市街地地区（第3期）

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

令和2年度～令和6年度 令和7年度事後評価実施時期

山形県 市町村名 酒田市



様式２－２　地区の概要

単位：人／日 2,366 H30 2,779 R6 2,758 R7

単位：円／㎡ 49,550 H30 49,550 R6 48,100 R7

湊酒田中心市街地地区（第3期）（山形県酒田市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

中心市街地の土地価格の維持

歩行者・自転車通行量（平日）
・多様なライフスタイルを受け入れる居住環境が整ったまち
・市街地の利便性が担保され、生活を支えるサービスを持続的に提供できるまち

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・中心市街地のあり方をまとめたグランドデザインを作成し、現状と課題の整理及び今後のまちづくりの方向性を検討する。
・都市再生整備計画事業で整備した施設を適切に維持管理していくとともに、官民の関係機関と連携しながら、エリアの活性化に資する取組を実施する。

まちの課題の変化

【改善されたこと】
・人口減少が進行しても基本的な生活サービスが維持できるように、交通拠点施設の整備及び公共交通の再編等によりコンパクト＋ネットワークの推進が図られた。
・酒田駅前で未利用の状態が続いていた大型商業施設跡地に官民複合の交流拠点施設が整備されたことで、周辺の土地価格が上昇している。
・中心市街地の各エリアに拠点となる施設が整備されたことで、住民や観光客にとっての滞在の場となり、イベント実施等により賑わいが生まれている。
【残された課題】
・人口減少と少子高齢化の進行が続いている。
・中町では大型商業施設の閉店により新たな未利用地が生まれており、土地価格の下落が課題となっている。
・各エリア間を回遊し、中心市街地全体を活性化させるための仕組みづくりが必要。

目標値 評価値

□文化資料館（仮称）整備事業

○旧割烹小幡改修事業

○山居倉庫周辺整備事業

■酒田駅前広場整備事業

■図書館

○酒田中町二丁目地区

第一種市街地再開発事業


